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日
本
私
法
皐
曾

春
季
ハ
第
九
回
)
日
本
私
法
塾
曾
は
四
月
二
六
・
七
日
日
本
大
準
法
撃

部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
二
六
日
に
は
民
法
部
曾
「
養
子
制
度
に
闘
す

る
一
一
、
コ
一
の
問
題
に
つ
い
て
」
(
来
栖
三
郎
氏
)
商
法
部
曾
「
企
業
に
お

け
る
資
本
所
有
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
(
賓
方
E
雄
氏
)
民
訴
部
曾
一
異
質

義
務
の
再
吟
味
」
(
伊
東
乾
氏
)
柑
労
働
法
部
曾
「
プ
ラ

ν
ス
勢
働
法
に
お

け
る
紛
争
調
整
機
構
」
ハ
外
尾
健
一
氏
)
図
際
私
怯
部
曾
「
保
険
契
約
の

準
援
法
」
(
山
戸
嘉
一
氏
)
及
び
青
山
道
夫
氏
、
大
隅
健
一
郎
氏
の
公
開

講
演
が
あ
り
、
叉
相
績
調
査
懇
談
曾
が
行
わ
れ
た
。
二
七
日
に
は
合
同
部

舎
と
し
て
鈴
木
竹
雄
氏
、
晶
晶
子
一
氏
に
よ
る
「
株
雰
に
闘
す
渇
除
機
剣

決
」
の
研
究
報
告
が
あ
り
午
後
懇
親
曾
を
も
っ
て
盛
曾
複
に
閤
曾
し
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
貸
方
正
雄
教
授
及
び
鈴
木
竹
雄
、
粂
子
一
一
問
教
授
の

4 
.，:v 

む

ι 

研
究
報
告
に
つ
い
て
そ
の
大
慢
の
要
旨
を
籾
介
す
る
。

一
企
業
に
お
け
る
資
本
所
有
を
め
ぐ
る
法
律
問
題

授
資
本
は
一
万
来
経
済
的
概
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
賞
定
商
法
上
い
か
な
る

意
味
を
も
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
に
、
い
か
な
る
法
的
地
位
が

輿
え
ら
れ
て
い
る
か
、
こ
の
問
題
へ
の
接
鰯
は
企
業
の
商
法
的
構
造
従
っ

て
ま
た
商
法
の
慢
系
を
理
解
す
る
上
に
も
か
な
り
其
本
的
な
問
題
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
特
に
必
要
な
考
察
は
資
本
所
有
及
び
資
本
運
動

の
法
的
構
造
の
分
析
で
あ
る
。
ま
つ
(
一
)
資
本
は
賓
定
法
上
い
か
な
る

角
度
か
ら
規
墜
さ
れ
て
い
る
か
は
(

1

)

企
業
の
物
的
基
礎
と
し
て
の
資

本
の
規
整
(

Z

)

資
本
所
有
の
問
題
と
し
て
の
資
本
の
規
整
(

3

)

資
本

運
動
乃
至
資
本
機
能
に
お
け
る
資
本
の
規
整
の
三
鮪
に
み
ら
れ
る
。
(
二
)

資
本
所
有
者
(
自
己
資
本
の
出
費
者
)
は
企
業
に
お
い
て
い
か
な
る
法
的

地
位
を
占
め
て
い
る
か
。
そ
れ
は
(

1

)

企
業
財
産
、
特
に
生
産
手
段
の

所
有
者
た
る
地
位
で
あ
り
(

2

)

企
業
利
潤
の
優
先
的
蹄
属
者
た
る
地
位

を
保
つ
。
そ
し
て
、

(

3

)

企
業
の
支
問
者
た
る
地
位
が
認
め
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
単
一
な
企
業
主
権
を
意
味
せ
子
賞
定
法
上
は
様
と
の
具
種
的

権
利
の
蹄
属
の
綜
合
的
主
鐙
で
あ
る
。
(
一
ニ
)
特
に
株
式
曾
一
位
企
業
に
お

け
る
資
本
所
有
に
お
い
て
は
(

1

)

資
本
所
有
の
分
裂
現
象
と
し
て
法
人

た
る
曾
祉
の
何
人
的
所
有
と
株
主
の
間
接
的
観
念
的
所
有
の
性
格
が
極
め

て
強
度
に
竣
現
す
る
。
(

2

)

こ
の
株
主
の
観
念
的
所
有
の
内
容
は
(
イ
)

財
産
擦
と
し
て
の
観
念
的
資
本
H
債
権
化
さ
れ
た
株
式
資
本
(
ロ
)
企
業

の
支
配
者
た
る
地
位
|
|
株
主
の
共
盆
礎
的
地
位
及
び
株
主
線
曾
の
地
位

貸
方
正
雄
教
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に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
(

3

)

擬
制
資
本
誼
然
と
し
て
の
株
券
は
曾
祉
企

業
資
本
の
循
環
と
は
全
く
別
個
に
株
主
に
と
っ
て
貨
幣
資
本
と
し
て
の
循

環
を
展
開
す
る
|
|
観
念
的
所
有
の
運
動
H
株
均
の
擬
制
資
木
設
第
と
し

て
の
流
通
の
問
題
(
四
〉
物
的
支
配
の
典
型
的
な
株
式
曾
祉
企
業
に
お
い

て
は
企
業
所
有
と
経
替
の
分
離
が
穎
著
に
現
れ
る

!
i資
本
所
有
の
運
動

と
資
木
増
殖
運
動
と
の
分
離
|
|
分
離
に
よ
る
経
管
強
化
の
限
界
。
最
後

に
若
干
の
問
題
と
し
て
(
イ
〉
企
業
支
聞
の
類
型
1

1

人
的
支
配
と
物
的

支
間
(
ロ
)
株
主
総
曾
と
取
締
役
曾
と
の
擢
限
め
分
配
(
ハ
〉
曾
祉
法
人

性
高
度
化
の
賓
践
的
意
義
と
共
釜
模
自
益
擁
の
分
裂
ウ
一
)
株
主
地
位
の

強
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
株
主
総
舎
の
地
位
の
弱
償
化
に
伴
い
株
主
の
曾
祉

の
支
配
者
た
る
地
位
は
寧
ろ
後
退
し
た
の
で
あ
っ
て
所
調
株
主
地
位
の
強

化
と
い
わ
れ
る
も
の
は
経
管
者
の
経
管
監
督
権
の
強
化
を
前
提
と
し
株
主

線
曾
の
民
主
的
選
管
の
問
題
と
さ
れ
た
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
株
主

の
地
位
は
む
し
ろ
観
念
的
所
有
者
と
し
て
の
地
位
に
集
中
し
た
と
み
る
べ

き
で
あ
る
。

質
問
に
お
い
て
は
主
と
し
て
か
L
る
研
究
が
従
来
の
商
法
単
に
奥
え
る

賓
袋
に
つ
い
て
論
議
が
か
わ
さ
れ
た
他
、
個
々
の
一
一
、
三
の
斡
に
つ
い
て

質

疑

際

答

が

行

わ

れ

た

。

、

/

「

ニ
株
雰
に
闘
す
る
除
料
刻
決
鈴
木
竹
雄
教
授
・
晶
晶
子
一
教
授

株
式
に
譲
渡
謹
書
に
よ
る
移
轄
方
法
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
と
民
訴
第
七

七
八
係
。
除
機
判
決
の
申
立
抽
催
者
、
第
七
八

O
篠
の
遁
用
に
お
い
て
株
主

名
簿
上
の
株
主
に
封
レ
て
は
曾
祉
は
、
そ
の
請
求
あ
れ
ば
設
明
を
な
す
義

務
あ
り
や
(
濁
法
参
照
)
申
立
の
あ
っ
た
株
安
に
つ
い
て
名
義
書
換
の
請

撃

舎

の

動

き

-~ 

求
が
あ
る
と
き
の
庖
置
如
何
(
奮
第
一
一
一
一
九
係
第
二
項
削
除
と
の
関
係
に

お
い
て
問
題
)
公
示
催
告
の
申
立
に
従
い
公
告
が
な
さ
れ
た
後
に
お
い
て

の
書
替
、
除
擢
判
決
の
数
力
と
し
て
の
『

m
u
z
E
Z
S
と

F
B
n
E
a

m
c口
問
の
問
題
及
ひ
こ
れ
に
関
聯
す
る
剣
例
、
大
鐙
以
上
の
如
き
論
黙
に

つ
い
て
鈴
木
竹
雄
教
授
の
報
告
が
あ
り
緩
い
て
粂
子
一
致
授
か
ら
附
加
的

の
説
明
が
な
さ
れ
た
が
、
大
山
積
同
設
に
見
受
け
ら
れ
た
。

終
っ
て
質
問
に
入
り
矢
津
(
柑
一
巳
助
激
授
か
ら
鈴
木
、
粂
子
雨
救
援
の
報

告
中
の
差
異
黙
に
つ
い
て
指
摘
、
ま
た
大
隅
健
一
郎
教
授
か
ら

H
b
m】け
T

H
E
E口
と
岡
田
円
。
ロ

E
m
g
m
の
問
題
に
つ
い
て
鈴
木
教
授
と
反
釣
の

見
解
を
一
訳
さ
れ
祷
藤
秀
夫
敬
授
か
ら
訴
訟
法
的
側
面
か
ら
の
質
問
が
あ
っ

た
。
最
後
に
座
長
、
我
妻
然
数
授
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
で
き
得

，
れ
ば
今
年
の
秋
季
大
舎
に
繰
越
し
再
び
討
議
し
度
い
と
の
希
望
意
日
見
の
開

陳
が
あ
り
多
大
の
畢
的
成
果
を
残
し
て
、
第
九
同
日
本
私
法
事
曾
の
部
曾

の
幕
を
閉
V

り
た
。
(
山
村
忠
子
)
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